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改
元
に
先
駆
け
、
平
成
30
年
12
月
創
立
60
周
年
を
機
に
法
人
名
称
を
「
神
奈
川

県
厚
生
協
会
」
か
ら
「
貴
峯
」
に
変
更
さ
れ
た
。
そ
し
て
翌
31
年
５
月
元
号
は
「
令

和
」
と
な
っ
た
。
令
和
は
万
葉
集
“
梅
花
の
歌
32
首
”
の
序
文
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

　

平
成
30
年
余
の
間
に
は
、
ソ
連
の
崩
壊
や
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
、
又
東
日
本
大
震

災
な
ど
の
国
内
外
で
様
々
な
出
来
事
が
あ
っ
た
。
消
費
税
導
入
も
二
度
の
増
税
な
ど

試
行
錯
誤
し
平
成
と
共
に
歩
ん
で
き
た
制
度
で
あ
る
。
ま
た
自
民
党
が
民
主
党
へ
政

権
交
代
（
21
年
）
が
あ
り
時
代
が
変
わ
っ
た
事
を
実
感
し
た
。

　

高
齢
社
会
は
急
速
に
き
た
、
フ
ラ
ン
ス
は
１
１
０
年
か
か
って
高
齢
社
会
（
65
歳
以

上
が
人
口
の
14
％
以
上
）
に
到
達
し
て
い
る
の
に
、
日
本
は
25
年
と
い
う
速
さ
…

　

社
会
福
祉
制
度
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
いっ
た
。

　
「
貴
峯
」
は
社
会
の
移
り
変
わ
り
を
受
け
つつ
、
身
体
障
害
の
授
産
施
設
と
し
て
、

幾
多
の
労
苦
を
し
な
が
ら
役
割
を
果
た
し
て
こ
ら
れ
た
。

　
「
自
主
・
自
立
・
安
心
・
連
携
」
を
目
的
に
、
新
し
い
福
祉
制
度
に
よ
り
法
人
を

取
り
巻
く
環
境
も
変
化
し
て
い
る
。
共
同
生
活
援
助
事
業
、
障
が
い
者
支
援
施
設
、

ワ
ー
ク
ピ
ア
等
大
き
く
成
長
発
展
し
て
き
た
。

　

福
祉
施
設
は
時
代
の
要
請
に
よ
って
、そ
の
役
割
も
変
容
す
る
も
の
と
思
い
ま
す
が
、

ど
ん
な
に
大
き
な
変
革
が
あ
ろ
う
と
も
、
人
間
の
尊
厳
に
は
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

自
然
災
害
を
減
災
に
す
る
為
に
も
、
そ
こ
に
住
む
地
域
と
の
関
わ
り
、
支
え
合
い

が一層
必
要
で
あ
る
と
同
じ
地
域
住
民
と
し
て
強
く
思
っ
た
。

　

令
和
元
年
に
“
い
い
ニュ
ー
ス
”
を
ひ
と
つ
世
界
の
サ
ッ
カ
ー
を
虜
に
し
て
い
る
18
歳

の
久
保
選
手
は
、
貴
峯
の
評
議
員
落
合
文
雄
氏
の
お
孫
さ
ん
で
す
。
心
か
ら
声
援
を

お
く
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、「
貴
峯
」
の
命
名
の
如
く
、
富
士
霊
峰
を
仰
ぎ
な
が
ら
身
体
障
が

い
者
が
希
望
を
も
っ
て
生
活
し
、
自
立
で
き
ま
す
よ
う
、
貴
峯
の
繁
栄
と
ご
健
闘
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
元
年
六
月
二
十
一日
の
評
議
員
会
で
任
期

満
了
に
伴
う
役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
次
の
と

お
り
役
員
９
名
全
員
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

理
　
事	

岩
渕
　
壽
郎

理
　
事	

金
田
　
和
子

理
　
事	

小
出
　
　
茂

理
　
事	

松
本
　
信
輔

理
　
事	

三
觜
　
貴
義

理
　
事	

山
崎
　
一
雄

理
　
事	

夏
井
　
宏
之

監
　
事	

三
田
　
昌
也

監
　
事	

小
澤
　
正
敏

こ
れ
か
ら
も

…
故
き
を
温
ね
て

新
し
き
を
知
る
…

役
員
（
理
事
・
監
事
）
の
改
選

理
事
長
の
選
定

理
事
　
金
田
　
和
子

「貴峯」の名称は富士山の霊峰を仰ぎながら身体障害者が希望をもって生活し、自立できるよう、
昭和 24 年の開所に際し県知事が命名しました。ロゴマークも富士山を形作ったものです。
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令
和
元
年
六
月
二
十
一日
の
理
事
会
に
お
い
て
、

理
事
長
の
選
定
が
行
わ
れ
、
岩
渕
壽
郎
理
事
長

の
再
任
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。
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あわてないで
階段を降りましょう

中島　めい
（なかじま　めい）

① 音楽を聞く事
② なし
③  仕事を覚えるまでに時間がかかってし

まいますが、頑張りたいと思います。

なでしこ

皆 真剣にお話を
聞きました

　

こ
の
た
び
、『
バ
リ
ア

ラ
ン
ド
リ
ー
シ
ス
テ
ム
移

行
計
画
』
を
も
と
に
、
作

業
環
境
改
善
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
利
用

者
の
皆
様
が
よ
り
作
業
し

や
す
い
環
境
に
な
り
、
毎

日
の
び
の
び
と
仕
事
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
！

　

縫
製
班
で
は
今
年
度

の
事
業
で
、
長
期
使
用

の
ボ
タ
ン
穴
か
が
り
ミ
シ

ン
と
ア
イ
ロ
ン
ボ
イ
ラ
ー

の
更
新
を
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
写
真
に
あ

る
10
本
糸
刺
繍
ミ
シ
ン

を
新
た
に
購
入
し
て
、

今
ま
で
の
６
本
糸
刺
繍

ミ
シ
ン
か
ら
グ
レ
ー
ド

ア
ッ
プ
し
、
よ
り
緻
密

　

三
月
に
法
人
の
お

墓
が
建
立
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
お
参
り
の

希
望
を
募
り
、
参
加

者
15
名
で
五
月
に
見

学
を
兼
ね
て
お
参
り

に
行
き
ま
し
た
。

　

施
設
か
ら
15
分
程

の
乗
車
で
到
着
し
ま

し
た
。
駐
車
場
が
広

　

令
和
元
年
６
月
、
貴
峯
荘
第
２

ワ
ー
ク
ピ
ア
は
開
所
し
て
か
ら
３
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

施
設
を
利
用
さ
れ
る
方
々
は
、

若
い
層
を
中
心
に
徐
々
に
増
え
て

①	洗濯機1台をバリアタイプに更新、及び検品スペース拡大(2019年3月)
②乾燥機1台を更新 (2019 年 3月 )
③	洗い場・検品スペースにスポットクーラーを設置 (2019 年 5月 )

洗濯物の投入口です洗濯した品物は、反対側から取り出します

主な内容

〜お世話になっております
貴峯荘第２ワークピアです〜

Vol.５ 全員体験した
水消火器訓練！

おかわりは
どうしようかなぁ～どんどん取るぞ ‼

う～ん。
なやみますネ～。

６月12 日 
開所記念撮影会

６月12 日 
創立記念バイキング

大沼　　弥
（おおぬま　わたる）

① 映画鑑賞
② 自身が身体障害者であること
③ 継続は力なり」頑張ります

やまゆり

大久保忠晃
（おおくぼ　ただあき）

①  スポーツ観戦、音楽を聴く、カラオケ、ウイ
ンドショッピング

② 笑うとかわいい
③  初心を忘れない心を持って利用者さんと接し

ていきたいです。先輩の方々の信頼できるス
タッフになれるよう頑張りたいです。

やまゆり

竹田　康子
（たけだ　やすこ）

① 読書
② のんびり、おっとり
③  一日でも早く、利用者さん、スタッフの力に

なれるよう頑張ります。

やまゆり

武田　寛隆
（たけだ　ひろたか）

① 剣道
② 明るく、やさしい
③  声かけを大事にしていきたいです。

やまゆり

大串　英行
（おおぐし　ひでゆき）

①  風景写真をとりに行くことや、最近、ベランダ
でメダカ飼育を始めました。以前にはスキュー
バーダイビングもしていましたが、スキューバー
はセレブの遊びでした。（お金がかかる！）

② 根気強さかなと思います。
③  12 年間、身障者の支援にたずさわってきまし

た。その経験をいかしながら相談員として貴峯
の職員の一人として、努力していきたいと思い
ます。よろしくお願いします。

支援第三課　相談

緒方　璃樹
（おがた　みずき）

①  映画、作曲、プラモ
② 穏やかな性格
③  日々精進！前向きに取り組みたいと思います。

支援第一課

大野　祐子
（おおの　ゆうこ）

① ねことまったり
② おこられやすい ‼
　（おこりやすい ‼）
③ とりあえずがんばります！

健康管理

伊藤　佳子
（いとう　けいこ）

① なし
② 明るい所
③  利用者さんとの関わりを通し、特性を

理解し、健康管理に努めていきます。

健康管理

柳川　夏樹
（やながわ　なつき）

① 映画鑑賞、水泳、旅行
② 声が大きいところ
③  貴峯荘の職員の一員として、活躍出来るよう、

日々の仕事を頑張ります。どうぞ宜しくお願
い致します。

健康管理
二見　秀彦
（ふたみ　ひでひこ）

① 旅行（国内外問わず）
② 人の善い面のみを見る。
③  利用者とともに、日々楽しく作業を行ってい

きたいと思います。
よろしくお願い致します。

第２ワークピア

吉田　奈々
（よしだ　なな）

① ツーリング、ドライブ
② 真面目、笑顔
③  初めての仕事内容が多いので、一日でも早

く覚えられるよう頑張りたいと思います。

第２ワークピア

①趣味
②長所（セールスポイント）
③仕事への意気込み

お墓参り

く
、
乗
り
降
り
に
便
利

で
、
近
く
に
は
お
花
畑

が
あ
り
ま
す
。

　

東
側
は
す
ぐ
相
模
川

で
日
当
た
り
が
よ
く
、

敷
地
が
平
坦
で
、
車
い

す
で
も
お
参
り
が
し
や

す
く
整
備
さ
れ
て
い

て
、
参
加
者
は
、
お
気

に
入
り
の
様
子
で
、
安

心
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

管
理
棟
に
売
店
が
あ
り
、
お
花
や
お
線
香
を
用
意

し
な
く
て
も
お
参
り
で
き
ま
す
。

　

八
月
に
も
２
名
が
お
参
り
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
お
彼
岸
や
お
盆
の
時
期
に
定
期
的
な
お
参

り
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

バリアランドリー
システム計画

クリーニング科

洗濯機が
新しくなりました！

作業の効率と
グレードアップを目指して

縫製班

ミシンとボイラーが
新しくなりました。

な
作
業
が
高
速
で
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
「
あ
り
が
と
う
」
か
ら
の
受
注
の
５
周
年

記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
で
、
落
合
市
長
へ
贈
呈
す
る
エ
プ
ロ

ン
に
、
鈴
木
正
代
さ
ん
の
描
い
た
似
顔
絵
を
刺
繍
し

ま
し
た
。

パネル操作が使い
やすくなりました。

お
り
現
在
の
平
均
年
齢
は
Ａ
型
で
約
36
歳
、
Ｂ
型
で
は
約
32

歳
と
フ
レッ
シ
ュ
な
メ
ン
バ
ー
構
成
に
な
って
い
ま
す
。

　

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と
い
う
業
種
の
特
性
か
ら
祝
日
を
含
め
た

月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
開
所
し
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
そ

れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向
か
い
ガ
ン
バって
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
う
れ
し
い
お
知
ら
せ
と
し
て
、
就
労
継
続
支
援
B

型
か
ら
２
名
の
利
用
者
の
方
が一般
企
業
へ
就
労
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
貴
峯
荘
第
２
ワ
ー
ク
ピ
ア
は
、
様
々
な
障
害
の
あ

る
方
に
そ
の
方
に
応
じ
た
就
労
の
場
を
提
供
す
る
事
で
、
働

き
が
い
、
生
き
が
い
が
向
上
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

3 月 20 日 防災訓練
避難訓練消火器訓練

新 人 介紹
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夏まつり、終わりを
告げる、ナイアガラ みんな集まれ！踊らにゃ損！損！

まつりと
言ったら
コレだよね！

今年もがんばりました!!

ジャンケン大会が盛り上がってまいりました！

沢山あって迷っちゃうな♥

出店の食べ物欲しかったなぁ七夕飾り綺麗だったよ

東海大の皆様いつもながら鮮やかですね
これで美味しい食べ物があったら良かったね

今日はいっぱい食べるぞー！

どれも美味そうで目移りしちゃうね

豪華なお食事会の始まり始まり～
願い事がかないますように

相州平塚七夕太鼓保存会
和太鼓の力強い音に元気を貰いました

ゲームコーナーも賑わってますね

県立平塚農業高校吹奏楽の皆様

大きく振りかぶってぇ～ 仲良く餅つき♥

空気が
ピリピリ
してる

農業高校
お花見

３月28日（木）

夏まつり
８月９日（金）

春日野中学校
吹奏楽演奏会
８月29日（木）

衣類
訪問販売
５月10日（金）

七夕見学
７月５日（金）

餅つき
５月７日（火）

写
る

で

り振
真
返

七夕飾付け
７月４日（木）

ひらつか
花火鑑賞会
８月 23日（金）

行 事
施 設

スポーツ大会
４月28日（日）

創立記念
バイキング
６月12日（水）

不在者投票
７月16日（水）

気持ちを込めて
つきますよ

法人名変更で看板を
新調しました

雨あがりで
涼しく
見れました
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社
会
福
祉
法
人 

貴
　
峯 

は
、
平
成
21
年
４

月
１
日
を
起
点
と
す
る
５
ヶ
年
間
の
「
第
一

次
中
期
行
動
計
画
」
を
、
さ
ら
に
平
成
26
年

４
月
１
日
か
ら
は
、
同
じ
く
５
ヶ
年
間
の
「
第

二
次
中
期
行
動
計
画
」
を
定
め
、
法
人
経
営

と
施
設
運
営
の
計
画
的
か
つ
具
体
的
な
指
針

と
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
の
社
会
福
祉
法
の
改
正
に
よ

り
、
社
会
福
祉
法
人
は
こ
れ
ま
で
以
上
の
公

益
性
、
非
営
利
の
確
保
、
多
様
・
複
雑
化
す

る
福
祉
ニ
ー
ズ
へ
の
的
確
な
対
応
等
を
通
し

て
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
掲

げ
、
具
体
的
な
取
組
と
し
て
、
事
業
運
営
の

透
明
化
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
、
財
政
規
律

の
整
備
、
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
り
組

み
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

私
共
は
、
こ
う
し
た
時
代
の
変
化
へ
の
的

確
な
対
応
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
、「
よ
り
質
の

高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
」、「
経
営
の
合
理
化
、

健
全
化
の
促
進
」、「
地
域
社
会
か
ら
の
一
層

の
信
頼
の
確
保
」
を
基
本
命
題
と
し
て
、
第

一
次
、
第
二
次
に
引
き
続
き
、
平
成
31
年
４

月
を
起
点
と
す
る
、
向
こ
う
５
ヶ
年
間
の
「
第

三
次
中
期
行
動
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

平
成
31
年
度
は
、
法
人
名
称
を
創
業
以
来

の
社
会
福
祉
法
人
神
奈
川
県
厚
生
協
会
か
ら

社
会
福
祉
法
人 

貴
　
峯 

に
改
め
、
新
た
な
歴

史
の
一
歩
を
刻
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

同
時
に
、
平
成
31
年
度
は
、
新
生
・
社
会

福
祉
法
人 

貴　

峯 

の
も
と
で
、
法
人
と
施
設

の
指
針
と
し
て
の
計
画
の
必
要
性
は
ま
す
ま

す
高
ま
っ
て
い
る
と
の
判
断
の
も
と
に
策
定

し
た
第
三
次
中
期
行
動
計
画
の
初
年
度
と
し

て
計
画
の
円
滑
な
推
進
に
全
力
を
挙
げ
て
取

り
組
む
よ
う
に
、平
成
31
年
度
（
令
和
元
年
度
）

の
事
業
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
法
人
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
組

織
の
要
と
し
て
、「
介
護
」、「
就
労
」、「
医

療
・
看
護
」、「
給
食
」
等
の
各
部
門
と
の
連

携
・
調
整
に
努
め
、
組
織
一
体
化
に
向
け
て

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
各
施
設
の
運
営
に
当

た
っ
て
は
、
介
護
・
支
援
の
質
の
向
上
に
努

め
、
そ
れ
を
必
要
と
す
る
利
用
者
の
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
就
労
環
境
の
一
層

の
充
実
を
図
り
、
働
く
利
用
者
の
生
活
の
向

上
、
地
域
社
会
と
の
連
携
を
築
く
よ
う
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
報
告
と
し
て
は
、
ま
ず
、

平
成
30
年
度
が
法
人
創
立
60
周
年
に
あ
た
る

こ
と
か
ら
、
利
用
者
の
記
憶
に
残
る
よ
う
な

記
念
行
事
を
企
画
・
実
施
し
ま
し
た
。
近
年
、

利
用
者
の
高
齢
化
、
障
害
の
重
度
化
の
た
め
、

困
難
に
な
っ
て
き
た
日
帰
り
旅
行
を
利
用
者

の
特
性
に
合
わ
せ
て
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、

バ
イ
キ
ン
グ
や
ク
リ
ス
マ
ス
・
忘
年
会
な
ど
の
恒

例
の
行
事
に
お
い
て
も
、「
創
立
60
周
年
記
念
」

と
冠
し
て
、
例
年
と
は
異
な
る
特
別
な
内
容

と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
創
立
60
周

年
を
迎
え
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
12
月
に

法
人
名
称
を
「
神
奈
川
県
厚
生
協
会
」
か
ら

「
貴　

峯
」
に
名
称
変
更
し
ま
し
た
。

　

次
に
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
「
第
二
貴
峯
館
」

の
開
設
で
す
。
指
定
共
同
生
活
援
助
事
業
所

「
第
一
貴
峯
館
」
で
は
、
男
性
５
名
、
女
性

３
名
の
８
名
が
共
同
で
生
活
し
て
い
た
こ
と
か

ら
、
第
一
貴
峯
館
を
男
性
専
用
と
し
、
女
性

専
用
の
生
活
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
た
め
、
平

成
30
年
４
月
１
日
に
女
性
専
用
の
共
同
生
活

住
居
と
し
て
、
定
員
７
名
の
「
第
二
貴
峯
館
」

を
開
設
し
ま
し
た
。
な
お
、
こ
れ
に
伴
い
サ

テ
ラ
イ
ト
型
住
居
は
廃
止
し
、
第
一貴
峯
館
７

名
、
第
二
貴
峯
館
７
名
の
定
員
14
名
に

変
更
し
ま
し
た
。

　

近
年
、
入
所
し
て
い
る
利
用
者
が
ご

家
族
と
疎
遠
に
な
っ
て
い
る
事
例
な
ど
が

散
見
さ
れ
、
利
用
者
自
身
が
人
生
の
終

焉
を
迎
え
た
の
ち
、
自
分
た
ち
は
ど
こ

に
い
く
の
か
と
心
配
す
る
方
も
少
な
く

な
い
状
況
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
う

し
た
利
用
者
の
不
安
を
軽
減
す
る
た
め

に
、
車
い
す
の
方
で
も
お
墓
参
り
で
き

る
霊
園
と
い
う
こ
と
で
、
湘
南
銀
河
大

橋
や
前
鳥
神
社
の
近
く
の
平
塚
四
之
宮

霊
園
に
法
人
の
お
墓
を
建
立
し
、
平
成

31
年
３
月
29
日
に
開
眼
供
養
を
行
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
度
に
受
審
し
た
第

三
者
評
価
結
果
を
改
善
す
る
た
め
、
記

録
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
向
け
、
検
討
・
改

善
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

記
録
シ
ス
テ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

平
成
30
年
７
月
に
設
置
し
ま
し
た
。
記

録
シ
ス
テ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
職
員

が
、
県
内
の
６
施
設
を
視
察
し
、
記
録

シ
ス
テ
ム
の
活
用
状
況
や
使
用
し
て
い
る

ソ
フ
ト
の
状
況
な
ど
を
調
査
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
法
人
内
の
施
設
や
事
業
所
で

の
そ
れ
ぞ
れ
の
日
誌
等
を
見
直
す
作
業

を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
い
、
法

人
経
営
・
施
設
運
営
の
「
基
本
方
針
」

と
「
重
点
目
標
」
に
基
づ
き
、
利
用
者

や
地
域
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る
法
人
・

施
設
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

平成 30年度決算計算書類 単位：千円

第
三
次
中
期

行
動
計
画

平
成
31
年
度
（
令
和
元
年
度
）

事
業
計
画

平
成
30
年
度

事
業
報
告

資金収支計算書 事業活動計算書
勘　定　科　目 予算額 決算額 差　異 勘　定　科　目 決算額 前年度決算額 差　異

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
　
入

就労支援事業収入 132,690 146,826 -14,136

サ
ー
ビ
ス
活
動
増
減
の
部

収
　
益

就労支援事業収益 146,826 121,147 25,679	

障害福祉サービス等事業収入 653,968 634,620 19,348 障害福祉サービス等事業収益 634,619 590,841 43,778	

借入金利息補助金収入 2,694 2,694 0 その他の収益 0 122 -122	

経常経費寄付金収入 317 385 -68 経常経費寄附金収益 385 381 4	

受取利息配当金収入 2,265 1,618 647

その他の収入 25,383 24,686 697

事業活動収入計（１） 817,317 810,829 6,488 サービス活動収益計（１） 781,830 712,491 69,339	

支
　
出

人件費支出 449,638 436,862 12,776

費
　
　
用

人件費 447,588 387,547 60,041	

事業費支出 100,090 104,226 -4,136 事業費 104,278 94,653 9,625	

事務費支出 73,945 79,510 -5,565 事務費 79,548 74,800 4,748	

就労支援事業支出 111,632 116,511 -4,879 就労支援事業費用 126,553 102,912 23,641	

利用者負担軽減額 830 796 34 利用者負担軽減額 796 0 796	

支払利息支出 7,446 6,186 1,260 減価償却費 88,496 90,049 -1,553	

その他の支出 685 658 27 国庫補助金等特別積立金取崩額 -50,183 -50,802 619	

事業活動支出計（２） 744,266 744,749 -483 サービス活動費用計（２） 797,076 699,159 97,917	

事業活動資金収支差額（3）=（1）－（2） 73,051 66,080 6,971 サービス活動増減差額 (3）=（1）－ (2） -15,246 13,332 -28,578	

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収
　
入

施設整備等補助金収入 23,186 23,186 0

サ
ー
ビ
ス
活
動
外
増
減
の
部

収
　
益

借入金利息補助金収益 2,694 2,925 -231	

固定資産売却収入 170 171 -1 受取利息配当金収益 1,004 1,073 -69	

その他の施設整備等による収入 10 10 0 その他のサービス活動外収益 30,668 10,290 20,378	

施設整備等収入計（４） 23,366 23,367 -1 サービス活動外収益計（４） 34,366 14,288 20,078	

支
　
出

設備資金借入金元金償還支出 48,691 56,681 -7,990

費
　
　
用

利息支出 6,185 6,670 -485	

固定資産取得支出 38,101 38,321 -220 投資有価証券売却損　 480 190 290	

固定資産除却・廃棄支出 0 3 -3 その他のサービス活動外費用 658 371 287	

フィナンス・リース債務の返済支出他 2,781 2,004 777

施設整備等支出計（５） 89,573 97,009 -7,436 サービス活動外費用計（５） 7,323 7,231 92	

施設整備等資金収支差額（６）＝（４）－（５） -66,207 -73,642 7,435 サービス活動外増減差額（６）＝（４）－（５） 27,043 7,057 19,986	

経常収支差額（７）＝（３）＋（６） 6,844 -7,562 14,406 経常増減差額（７）＝（３）＋（６） 11,797 20,389 -8,592	

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

収
　
入

投資有価証券売却収入 100,000 100,000 0

特
別
増
減
の
部

収
　
益

設備整備等補助金収益 23,186 28,186 -5,000	

積立資産取崩収入 24,874 29,767 -4,893 固定資産売却益 1 330 -329	

拠点区分間繰入金収入 16,000 0 16,000

その他の活動による収入計（８） 140,874 129,767 11,107 特別収益計（８） 23,187 28,516 -5,329	

支
　
出

投資有価証券取得支出 106,134 106,134 0
費
　
　
用

基本金繰入額 0 38,000 -38,000	

積立資産支出 31,602 37,342 -5,740 固定資産売却損・処分損 22 1,970 -1,948	

拠点区分間繰入金支出 16,000 0 16,000
国庫補助金等特別積立金積立額 26,281 28,186 -1,905	

特別費用計（９） 26,303 68,156 -41,853	

その他の活動による支出計（９） 153,736 143,476 10,260 特別増減差額（10）＝（８）－（９） -3,116 -39,640 36,524	

その他活動資金収支差額（１0）＝（８）－（９） -12,862 -13,709 847 当期活動増減差額（11）＝（７）＋（10） 8,681 -19,251 27,932	

予備費（11） 0 0 0

繰
越
活
動
差
額

前期繰越活動収益差額（12） 703,117 677,043 26,074	

当期資金収支差額合計（12）=（3）＋（6）＋（10）－（11） -6,018 -21,271 15,253

当期末繰越活動収益差額（13）＝（11）＋（12） 711,798 657,792 54,006	

基本金取崩額 (14） 0 38,664 -38,664	

その他の積立金取崩額（15） 183,463 19,930 163,533	

前期末支払資金残高（13） 224,484 その他の積立金積立額（16） 14,661 13,269 1,392	

当期末支払資金残高　（12）＋（13） 203,213 次期繰越活動増減差額（16）＝（13）+（14）+（15）－（16） 880,600 703,117 177,483

貸　　借　　対　　照　　表
資　産　の　部 当年度末 前年度末 増　　減 負　債　の　部 当年度末 前年度末 増　　減

流　動　資　産 398,947 524,522 -125,575 流　動　負　債 282,721 378,955 -96,234

現金預金 136,335 177,908 -41,573 事業未払金 45,708 64,939 -19,231

事業未収金他 111,985 111,634 351 その他の未払金 145,093 231,172 -86,079

未収金 2,912 47,385 -44,473 １年以内返済予定借入金 56,741 56,681 60

商品・製品 324 202 122 １年以内返済予定リース債務 1,744 2,004 -260

原材料 3,432 3,013 419 預り金他 4,932 3,927 1,005

立替金他 143,710 184,122 -40,412 賞与引当金 28,503 20,232 8,271

預託金 249 258 -9 0

固　定　資　産 2,675,284 2,727,482 -52,198 固　定　負　債 796,198 858,305 -62,107

基本財産 1,894,837 1,969,514 -74,677 設備資金借入金 752,865 809,606 -56,741

土　地 617,234 617,234 0 リース債務 3,053 4,797 -1,744

建　物 1,276,603 1,351,280 -74,677 退職給与引当金・慰労金 40,280 43,902 -3,622

定期預金 1,000 1,000 0 負　債　の　部　合　計 1,078,919 1,237,260 -158,341

その他の固定資産 780,447 757,968 22,479 基　本　金 73,335 73,336 -1

構　築　物 33,540 36,392 -2,852 国庫補助金等特別積立金 464,134 492,248 -28,114

機械及び装置 96,414 83,758 12,656 その他の積立金 577,240 746,043 -168,803

車両・器具備品他 28,460 32,547 -4,087
次期繰越活動増減差額 880,600 703,117 177,483

投資有価証券 558,256 553,216 5,040

退職給付引当資産 40,280 43,903 -3,623 　　　（うち当期活動増減差額） 8,681 -19,251 27,932

その他の固定資産他 4,513 270 4,243 純資産の部合計 1,995,310 2,014,743

積立預金 18,984 7,882 11,102
負債及び純資産の部合計 3,074,231 3,252,004

資	産	の	部	合	計 3,074,231 3,252,004 -177,773



貴峯だより第157号 令和元年９月１日（8）

寄
付

（
敬
称
略
）

ご
厚
意
に
感
謝
い
た
し
ま
す

お
知
ら
せ

　

平
成
三
十
年
十
二
月
十
五
日
に
発

生
し
た
利
用
者
死
亡
事
故
に
つ
い

て
、
就
業
規
程
に
基
づ
き
、
関
係
職

員
の
懲
戒
処
分
を
行
い
ま
し
た
。

　

よ
っ
て
懲
戒
手
続
規
程
第
十
六
条

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
報
告

し
ま
す
。

 

　
　

記

　

懲
戒
解
雇 

２
名

　

け
ん
責 

３
名

　

減
給  

１
名

以
上
、

平
成
三
十
一
年
一
月
三
十
一
日
付
け

編 集 記後

私たち、社会福祉法人 貴 峯 は、平成 23 年７月に『かながわ障害者雇用優良企業』
として認証を受けて以来、現在まで認証の要件を満たし続けています。

障害者を支える方法のひとつとしてこれからも障害者雇用を促進してまいります。

令和元年度６月現在の障害者雇用率＝９. ６３％（障害者の法定雇用率 2.2％）

「かながわ障害者雇用優良企業」認証の要件
１. 企業全体の常用雇用労働者数が 300 人以下であること。
２.神奈川県内における事業所所在地集計の障害者実雇用率が4.0％以上であること。
　（常用雇用労働者数 45.5 人未満の企業については、障害者を２名以上雇用していること。）

３. 特例子会社ではないこと。
４. 労働関係法規を遵守していること。
５. 公序良俗に反する事業を行っていないこと。

http://www.pref.kanagawa.jp/docs/z4r/cnt/f532879/index.html

かながわ
障害者雇用
優良企業

小
林
　
　
充

平
塚
市
立
金
旭
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

海
老
原
美
香

山
王
総
合
株
式
会
社

代
表
取
締
役

竹
口
　
　
真

㈲
福
岡
ゴ
ム
工
業
所

代
表
取
締
役

福
岡
　
広
平

大
栄
電
子
株
式
会
社

㈱
静
岡
銀
行
平
塚
支
店

ク
リ
エ
ー
テ
ィ
ブ
カ
ミ
ヤ
株
式
会
社

キ
ン
グ
ラ
ン
メ
デ
ィ
ケ
ア
株
式
会
社	

神
奈
川
支
社

㈲
日
本
活
性
濾
過
工
業

エ
レ
ク
ト
ロ
ラ
ッ
ク
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
田
辺

㈲
小
川
屋
酒
店

い
ま
い
印
刷

理
事

山
﨑
　
一
雄

評
議
員

鈴
木
美
智
子

監
事

小
澤
　
正
敏

評
議
員

石
原
　
健
次

監
事

三
田
　
昌
也

理
事

三
觜
　
貴
義

理
事

金
田
　
和
子

評
議
員

落
合
　
文
雄

落
合
　
正
子

評
議
員

山
崎
　
　
享

評
議
員

今
井
　
　
弘

端
山
美
代
子

磯
部
　
正
明

小
澤
　
直
樹

奥
田
　
佳
子

藤
原
　
　
務

サ
ポ
ー
ト
湘
南

新
田
　
英
雄

（
福
）
常
成
福
祉
会	

丹
沢
自
律
生
活
セ
ン
タ
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　今号は、８月までの主な行事や出来事、また第三次中期行動計画、
平成 30 年度事業、決算報告、平成 31 年度事業計画等を掲載しました。
　表紙につきましては、金田理事にお願いし、ご寄稿を戴きました。
　今後は、関係者の皆様にお願いをする予定でいます。
ご協力、宜しくお願い致します。　　　　　　　　　　　広報委員会


